
 

   

はじめまして 桜井敬子です。 

いつもご利用いただきましてありがとうございます。 

 

そもそも野菜の宅配を始めようと考えたきっかけは、 

都会しかしらない私が、縁あって栃木に引っ越したことに始まり、 

新鮮でみずみずしく豊富で安価な野菜に恵まれ、 

これをひとりでも多くの人に分けてあげたいとの思いからスタートしました。 

 

始めは単純に「採れたてで美味しい野菜のおすそわけ」的な発想でしたが、 

一部の NGO会員さまのご要望に応えるかたちで 

NGO国際環境協力機構の活動「あいえこファーム」の会として 

２００９年１月に発足することになりました。 

そして今後は海外・国内の農業支援を中心とした NGO活動の中で 

野菜をお分けしようということになりました。 

 

この「あいえこファーム」の会の収益は、 

すべて NGOの活動のために使われます。 

この活動費によって、多くの農地や農業技術が改良され 

豊かな土壌と天然のおいしい水などの 

自然の力を最大限に生かして育てられた「自然の恵み」を 

より多くの人へお分けできるようになります。 

また農業が活性化することによって 

海外における貧困・日本における高齢化対策など 

さまざまな社会貢献ができると考えます。 

 

皆様には、NGO提供の美味しい野菜を食べていただくことで、 

「国内外の食や農業のための支援に参加していただいている」 

という仕組みになっています。 

 

できる限り低価格で安心・おいしい野菜を、 

よりたくさんご提供しようと考えています。 

そしてこれが農家の未来につながり、 

皆様の健康と幸せにつながることを願っています。 

 

まだまだ未熟でご不便をおかけするかもしれませんが、 

心をこめてお届けさせていただきますので 

長いおつきあいをしていただきたく、よろしくお願い申し上げます。 

ご縁に感謝。 

NGO 国際環境協力機構  理事長 桜井敬子 

ごあいさつ 

 

「あいえこ」は国際環境協力機構

の頭文字（I-ECO）からつけた名

前ですが、その名前には「わたし

はエコに取り組みます」「愛エコ」

などの意味があります。 

あいえこファーム通信 

 


